
レール乙う

整状態となり，軌道保守状態を著しく不良にする。矯正方法は，

ジムクロ ， レーノレベ γ ダ等によるレーノレ矯正(きょうせL うある

いはシムそう入，継目板加工等によるが，敷設 lìíH去の発生j京|封

また国鉄では JIS 指定のレ ー ル( 1 級)以外に 2 級レ ー ルとし

て J C % が上限および下限にそれぞれ 0.05% だけはみ出したも

のを佼m している。 1 級レールは端而塗色が背 2 級レールは

白色になっているのですぐ識別がつく。 t~.j通にレ ー ノレは直線区

間で 25-30 年の寿命をも っ ているが， 山総区!日]でははるかに寿

命が短< ， 0.5- 1 年というのも珍しくはない。このため近頃で

はレ ール頭部だけを焼入したいわゆる硬頭軌条 (H・ H ' レール)

(ショアーかたさ 47-53) が曲線部に食用されている。その使用

寿命はt?通レールの約 5 倍である。硬頭軌条は端而塗色をJJlに

の除去が最もたいせつである。 (骨'1血知1堅一)

レールこう レール鋼 レールに使Hl される鋼をレー ノレ鋼と L 、

い， 国鉄ーでは 0.60-0. 75 % C の硬鏑がffl \，、られている。 ν ーノレ

は従米八幡製鉄 1 本であ ったが， 昭和 27 ・ 1 2 以降日土製鉄(釜

石)でも創業したので，現在では八幡と;日士の 2 本建てにな っ

ている。レ ー ノレ鋼は 100-150 t の1出法性平炉でセミキノレドに よ

って製鋼され， 4-6 t の角形イソプッ ト に造燥され，圧延回数

9 (八幡)または 13 (窃士) で レ ールに圧延され， 50 kg ' 25 m レ

ー ノレ 3 木取 り(八幡)または 2 本取り (;IZ士)となり，所定の長さ

に切断 ・ 捻形される。 八幡製鉄では 1 チャージから 50 kg ' 25 m

レールが 45 本， 'tI土製鉄では仰木できる。レ ー ノレの服部には

約 2 m rUI隔に製造所 ・ 製作年月がi字阪にな っており， レ ー ノレの

圧延始端(したが っ てイゾゴットの頭 :iilflllJ)から右砂ï;lJきにつぎ

の JI~i/子で傑示されている。

留i 別 製造所名 製作年 月

50 PS 。 1955 111111 0 H 

(解説) 50 kg レーノレ PS 断面，八瞬製鉄， 1955 年 6 月 オ ー

プンハー ス(平炉)。

してある。

米国では 0.67-0.8 % C (91-120 lbs ν ー ノレ)や 0.69-0.82 % C 

(1201 bs 以上のレール)のような高炭素鋼を使用しているため，

レ ー ル圧延後の冷却を特にゆっくり 行って内部の微細亀裂 (γ

ヤッタ ー， タラックと いう) の発生を防ぎ，合有7.K司Uíスを十分

放出させるような手段を税じている。 これを cc処理 (cont l' ol.

led cool ing ) といっている。 CC 処理したレ ールを CC ν ー んと

命名し ， これを鋭絡に入れている。

最近国鉄て'は材力の向上と 面lJ単位改善の自的で中マンガンレ

ール (0.50-0. 60 % C， 0.9 - 1. 2 % Mn) を試用している。そのほか

路蘭欽道用法っきレ ー ノレ，第三 レ ー ノレ ， ラ ッ ク レ ー ノレ，エ レベ

ー タレール等については F表の化学成分表を参照。

なおこのi芋)\~と反対側の l匂って左端の腹部に溶解苦手号や炭素

i立が打刻してある。

以上は圧延レ ー ノレの場合であるが， {1ロ ッ γγグには主とし

て鋳造高マ γガ Y鍛が質問されている。これはー名ハ y ドフィ

ー ドマンガン鋼 ともレわれ， 0.9- 1.2% C, 9- 1 4 % Mn 成分で，

砂型に鋳造後， 1 ，050-1 ， 1 50 'C に再加熱して水中急冷(これを水

靭〔すいじん〕処理 と いう)し，グライソダもしくは切削加工によ

って整形する。かたさは脅迫レー ノレ と 余 り変りはなく ， 軟らか

1-H 25634 C67 

(解説) 第 1 軌条製鋼工場H ， 溶解帯号 25634 ， 炭素盆

0.67% 

V ー ノレ 鋼の焼絡

大 別| 規 絡. 極 C% Si % Mn % P% S % I ~I制l さ kg/mm イ'1 1ひ % 1 附i 考
J IS E 1101 (1953) 0.60-0.75 く 0.40 0.60-0.95 く0.045 く0.050 >75 >8 日 本

国鉄施軌 l-B (1954) " " " " " " 国 鉄ー

AS1'M A 1-491' (1949) 0.67-0.80 0.10-0.23 0.70-1.00 く0.04 (<0.045) 米国

AREA (1954) " " " " " 米国

50kg BSS 11 (1936) 0.55-0.68 0.10-0.30 0.70-0.90 く0.07 く0.07 72.44-86.62 >10 英国

レ ー ル 同上， "1' Mn 0.50-0.60 " 0.90-1.20 " " >72.44 >9 " 
IRS l' 12-53 0.55-0.68 く0.5 0.60-0.90 く0.05 く 0.05 駭 度
ド イア国鉄 0.5 -0.6 0.15-0.35 0.5 -0.8 く0.06 く 0.06 70-85 ドイツ

" (耐摩用) 0.55-0.75 0.60-0.90 " " 80-95 " 
フ ラ γ λ 0.45-0.55 0.10-0.30 0.80-1.20 く0.06 く0.06 70-85 フランス

JIS E 1101 (1953) 0.55-0.70 く0.40 0.60-0.95 く0.045 く0.05 >70 >9 日 本

国鉄泊i軌 l-B (1 954) " " " " " " " 国 鉄

AS1'M A 1-49T (1949) 0.55-0.68 0.10-0.23 0.60-0.90 く 0.04 (く 0.045) 米 国

AREA (1954) " " " " " " 
37 ・ 30kg BSS 11 (1936) 0.50-0.60 0.10-0.30 0.70-0.90 く0.07 く0.07 72.44-78.74 >12 写主 国

ν - Iレ
同上中 Mn 0.45-0.55 " 0.09-1.20 " " >72.44 " " 
IRS T 12-53 0.55-0.60 く0.5 0.60-0.90 く0.05 く0.05 同l j且

ド イア国鉄 0.5 -0.6 015-0.35 0.5 -0.8 く0.06 く0.06 70-85 ドイツ

" (耐態月J) 0.55-0.75 " 0.60-0.90 " " 80-95 " 
60kg I 0.69-0.82 ASTM A 1-49 T 0.10-0.23 0.70-1.00 く0.04 (く 0. 045) 米 国

以上のレー ル

軽レール JIS Ell03(l954) 1 0 .40-0.ω く 0. 20 0.50-0.90 く0.06 く0.06 >58 >12 日 本

路 lúi鉄Ji'lm レ ノレ J IS E 1105 (1952) 0.60-0.80 く0. 40 0.60-0.95 く0.045 く0.050 " 
HT レール 六大町l市協定 0.40-0.75 く0.25 0.60-0.90 く0.050 く 0.060 " 
エレベータレー ル 協定(195 1 ) 0.1.5-0.25 く 0. 10 く0.60 く0.06 く0.06 " 
第三 レール 協定 く 0.06 く0.03 く 0.15 く 0.03 くの 04 " 

ラックレ-/レ (1 952) 0.35-0.45 く0.060 く0.060 HB 197-255 匡i 欽

正Eマンガン鋼 レー ル(1950) 0.9-1.2 く 0.4 11.0-14.0 : く 0.07 く0. 04 " 

一一一 1797




